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長雨になるのかと思わせる日があったり、夏の強い日差しを感じる日もあったりと不安定な天候が続い

ていますが、保護者の皆様をはじめ、花ノ木医療福祉センターの皆様、地域の皆様には、ますますご健勝

のこととお喜び申し上げます。平素は本校教育に対しまして、格別のご理解とご支援を賜り心よりお礼を

申し上げます。

また、本年度４月より分校が新しい体制の下でスタートし、早や３か月余りが過ぎようとしていますが、

その間、何よりも分校でお預かりする２名の子どもたちが元気で登校できたり、大きな病気にかかること

なく過ごせましたことに、心より感謝を申し上げます。

さて、平成１９年４月から新たな法整備等により、障害ある児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた

「特別支援教育」が全国的にスタートし、養護学校が地域におけるセンター的機能を発揮することが法的

に求められることになって４年が経過しました。その間本校におきましては、この考え方に基づいた教育

や取組を充実させてきたところです。そして本年度４月、分校創立３２年目を迎えた中で、折しも「養護

学校」から「支援学校」に名称が変更となり、京都府立学校の支援教育が新たにスタートしました。

このような節目にあたる本年度を契機として、より一層充実した教育を推進すると共に、３２年間培っ

てきた亀岡分校の教育を地域に再発信したいと考えています。そのためには保護者の皆様をはじめ、花ノ

木医療福祉センターの皆様、地域の皆様と「連携」をさらに深めていくことが不可欠です。

一人一人の教育的ニーズをしっかりと把握し、そのニーズに応じた教育を推進すること。また、医療・

福祉・教育が一体となった丹波支援学校亀岡分校に期待されるセンター的機能を発揮すること等、職員一

同が一体となって取り組んでいきたいと決意を新たにしています。どうか皆様方のより一層の温かいご理

解とご協力、ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

副校長 近藤 篤
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（Aくん）（Aくん）（Aくん）（Aくん）

ベッドサイドで学習を頑張っているAくん。父

の日の秘密のプレゼント作りに意欲満々取り組ん

できました。6月中旬は発熱が続いてしばらく学

習を休まないといけなくなりましたが、体調が安

定してからは、またいろいろな活動（手浴、『ト

ントントン』のお話遊び、『大きなかぶ』の絵本

読み、DVD鑑賞等）に興味いっぱい取り組んで

います。話しかけ・働きかけをよく見聞きし感じ

て、満面の豊かな表情で表し伝えてくれるAくん。

Bちゃんからのボイスレターが届くと、目をキラ

キラ輝かせて聞き入っています。友達っていいで

すね！なお、大井小との交流には参加できません

でしたが、普段頑張っている様子をビデオでみて

もらいました。

（担任：平田）

（Bさん）（Bさん）（Bさん）（Bさん） 「賑やかな声に笑顔満開」

６月２０日・２２日・２３日の３日間、大井小

学校の５年生と交流学習をしました。初日の２０

日は、月曜日だったためか、おとなしいBさんで

した。２２日は、週半ばで波に乗る頃です。大井

小の子どもたちもとても元気で好奇心旺盛で、声

をかけてくれたり関わってくれたりしました。い

つも学習でしているコーヒーカップ（たらいコマ）

を上手に回して楽しいひと時を過ごしました。カ

ップが止まって泣くBさんを見て、「もっと回して

ほしいって言うてるんと違うかなあ･･･。」「笑って

るし、楽しいんや･･･。」等々、Bさんをよく見て、

気持ちを合わせて関わろうとしている子どもたちで

した。Bさんもそんな子どもたちに、いっぱいいっぱ

い声を返し、笑顔を送っていました。３０日（木）

にも交流学習があります。どんな子どもたちと、

どんな出会いがあるのか、とても楽しみです。

（担任：里見）
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第１回救急訓練と避難訓練を実施しました!!

安全・安心の学校づくりの取組の一環として、本年度第1回目の救急訓練と

避難訓練を実施しました。救急訓練については、校内救急体制を基に、想定し

た緊急事態に対して適切な対応を行い、児童の生命を守る観点から、分校全職

員と花ノ木医療福祉センターの職員の方々との連携・共同の下で実施しました。

今回の内容は、自立活動中の児童の使用しているカニューレが突然抜け緊急

事態が発生したという想定で、去る4月27日（水）午後3時半から実施したも

のです。

また、避難訓練については、校内防火・防災体制を基に、地震による火災発

生を想定した避難訓練を分校職員で、去る６月２日（木）午後3時半から実施

しました。この訓練では、地震発生に際し、児童の安全を図りながら避難経路

を確保したり、また、火災発生に際し、児童を安全に避難させると同時に消防

署等に通報を行うことなどを想定して行いました。

この2機会の訓練を通じて、それぞれの役割分担や児童を安全に確保したり、避

難させる方法や手順を確認し合い、有意義な訓練となりました。なお、2学期

には、児童も参加した中での総合訓練を計画しています。

センターとの交流会を開始しました!!

去る5月２４日（火）と6月２１日（火）に、花ノ木医療福祉センターに入

所されている皆さんと本校の児童が集い、楽しく交流する会が行われました。

初回は7人、2回目は27人の入所者の皆様と支援員さんや看護師の皆様を

迎え、自己紹介をして知り合う中で、歌やダンス、リズム遊びなどをしたり、

花ノ木の支援員の方に「大きなかぶ」の人形劇を上演してもらいました。

感想発表の場面では、「とっても楽しかった」「おもしろかった」等の感想

が出され、中には感激してうれし涙を流している方もおられました。この交

流会はおおよそ月1回開催し、次回は9月２０日（火）に予定されています。

今後も楽しい企画と多くの参加の下で、開催されていくことを期待しています。

地域の小学校との交流及び共同学習が始まりました!!

本年度も分校と大井小学校5年生との交流・共同学習が６月20日（月）を

皮切りに始まりました。初日は、5年4組の29名の児童の皆さんと。2日目

の6月22日（水）は、5年1組の29名の児童の皆さんと。3日目の6月23日

（木）は、5年2組の29名の児童の皆さんと。最終日の６月30日（木）は、

5年3組の31名の児童の皆さんと。いずれも午前10時から午前11時半の予

定で、分校での交流・共同学習を進めていきます。

主な取組内容は、分校及び花ノ木医療福祉センターの紹介、自立活動の時

間の見学、発表とバルーン遊び等の交流と共同学習を予定しています。

分校はわずか2名の児童ですが、お互いにかかわり合い、心が通い合うふ

れあい交流を行い、互いに理解や認識を深めていける学習機会となるように

と願っています。
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【６月】 【７月】 【８月】【６月】 【７月】 【８月】【６月】 【７月】 【８月】【６月】 【７月】 【８月】

6月2６日（日）参観・懇談 7月 ６日（水）七夕交流会 ８月 ２日（火）地域学校（大成中）

6月2７日（月）振替休業日 7月20日（水）第1学期終業式 ８月2１日（水）登校日

※この他、家庭訪問を1学期の中で、個人懇談会を7月下旬に実施を予定しています。

※大井小5年生との交流及び共同学習（①6/20(月)､②6/22(水)､③6/23(木)､④6/30（木））


